
 

末崎の風土散策 （４５）

～六地蔵さまについて～ その２

２ 西舘には山根と泊里の分
岐点、磯澤橋の向かい角の山
際に鎮座している、セメント
で固めた石垣の上に多くの石
碑が並べてあり、その前に５
体の地蔵さまが身全体を赤い
衣で包まれ、顔と頭を出して、
東向きに安置されている。こ
の衣は以前には近くの細川さ
ん、及川さん、山本さん達が
古くなったり、色が褪めたり
の時析に作り替えていたが、
この頃は地域婦人部の方々や、中井仮設の大和田恵美子さ
ん達が中心になって着せ替えているという。この地蔵さま
は古く建立年月や誰が祀ったかは不明であり、高さは４３
㌢の船形石に浮き彫りされた石碑である。現在は六地蔵さ
まは、１体減って５体並んでいるが、これは平成２３年３
月１１日の大津波の際、海岸から３００㍍程離れた場所で
あるが、侵襲した波の圧力で押し倒され流失したので、近
くの人達が探し回ったが、残念ながら見つかっていない。
地域の方達の話では、この津波で行方不明になった人達を
救うため、慈悲深い手を広げ探し回っているのではと、さ
さやかれている。また、昭和初期の話として、或る酒好き
の方が酔って楽しくなったためか、または力自慢のためか、
それとは別に大きなお願いのためか、重い地蔵さまの１体
を背負い約５００㍍もある自宅までの距離を運んだという。
そして酔いが醒めてから、また元の場所まで背負って返し

たという大変力持ちの実話が
伝えられている。
なお、この地蔵さまの南寄

りに気仙地方では極めて珍し
い猫を祀った猫供養碑が建っ
ており、高さは５４㌢で浮彫
となっている。これは西舘の
屋号｢角｣の大和田庄右エ門さ
ん(大和田東江さんの曽祖父)
が、明治年代に建立したもの
である。（聖）

３．１１大津波後

１体減った西舘の六地蔵

＝平成２８年１月＝

西舘の猫供養碑
気仙地方では珍しい
＝平成２８年２月＝
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４
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療
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８
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４
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狙
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け
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。
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地
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検
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あ
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し
た
。
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１
月
28

日
の
常
任
委
員
会
で
市
当
局
よ
り

ト
マ
ト
水
耕
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培
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が
こ
の
地

で
ト
マ
ト
の
水
耕
栽
培
を
し
た
い

意
向
で
あ
る
が
検
討
し
て
い
た
だ

け
な
い
か
、
と
の
提
案
が
あ
り
、

地
域
に
新
た
な
産
業
が
で
る
こ
と

に
よ
り
住
民
の
雇
用
拡
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が
は
か

ら
れ
る
こ
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経
済
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も
大
き
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検
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の
説
明
会
を
開
き
、
事
業
内
容
や

こ
の
事
業
に
か
け
る
意
気
込
み
を

伺
っ
た
。
企
業
側
の
説
明
で
は
、

進
出
理
由
は
ト
マ
ト
は
暑
さ
に
弱

い
の
で
栽
培
に
は
、
夏
涼
し
い
の

が
い
い
。
こ
の
地
は
夏
涼
し
く
冬

暖
か
く
比
較
的
寒
暖
の
差
が
少
な

い
こ
と
。
こ
れ
か
ら
道
路
網
も
整

備
さ
れ
、
宮
城
を
含
め
た
三
陸
沿

岸
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岩
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ま
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設
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ど
を
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培
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、
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高
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て
収
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。
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前
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分
～
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後
３
時
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で

30

で
、
子
育
て
中
の
方
に
は
、
保
育

園
や
小
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校
に
通
う
子
供
の
送
り

迎
え
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
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音
や
排
水
に
よ

る
水
質
汚
染
も
な
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響

が
な
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と
。
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の
精
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と
し
て
は
、
従
業
員
あ
っ
て
の
企

業
で
あ
り
、
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従
業
員
の
皆
さ

ん
の
働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
は

勿
論
の
こ
と
、
地
域
の
発
展
に
貢

献
し
地
域
の
皆
様
と
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も
に
企
業

を
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
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の
で
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
た
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と
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こ
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っ
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。
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月
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、
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任
委
員
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を
開
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き
、
前
記
の
と
お
り
企
業
の
進
出

理
由
お
よ
び
意
気
込
み
、
も
た
ら

す
効
果
等
に
つ
い
て
審
議
し
、
進

出
を
全
員
一
致
で
可
と
し
た
。

な
お
、
住
民
説
明
会
は
、
市
当

局
と
協
議
の
上
で
き
る
だ
け
早
く

開
催
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す

の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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